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ともに解体が始まった。すでにプラザ合意（1985年）以降，  

輸出が停滞しはじめた日本資本主義はアジアヘの企業進  

出に活路を見出すことになるが，それは国内での産業空  

洞化とともに，あの〈基本構成〉の機能不全をもたらすこ  

とになったという。   

こうして第ⅠⅠ部のアジア資本主義論へと入っていく。  

第6章はグローバリゼーションの展開史＝序列を〈アメ  

リカーヨーロッパ一日本－NICs一中国〉と押さえたうえ  

で，〈日本一NICs一中国〉と連なる東アジア資本主義の  

特徴を「農業の解体」と「外生循環構造」のうちに見る。こ  

の点，アジアはいわば日本の生き写しとして造形される  

わけであるが，それにしても工業生産の歴史をもたない  

アジアになぜ工業生産が根付いたのか。答えは第7章  

にも及ぶ。すなわち将来展望として，一方で，情報化に  

かかわる新素材（労働対象の革命）や科学的加工装置（労  

働手段の革命）が注目され，これは伝統的な労働価値説  

を廃棄させていくという。しかし他方，なお残る「厭う  

べき肉体労働」を担いうるのはアジア人であり，その根  

拠はこの地における「稲作労働」とこれを可能にした「共  

同体」にあるという。残存する共同体という「古層」がア  

ジアを「世界の工場」にするということか。  

以上，各章の内容を追ってきたが，著者が『戦後日本  

資本主義の根本問題』という表題のもと明示したことと  

は，戦後日本資本主義は零細土地所有を規定因子（古層）  

とし，米ソ冷戦という国際情勢のもと，外生循環構造と  

いう歪んだ基本構成を生み出し，そのもとで発展すると  

ともにバブル崩壊以降，それが機能不全に陥ってアジア  

へと進出していった，ということであろう。「零細土地  

所有」（規定因子）と「外生循環構造」（基本構成）こそが「根  

本問題」をなす，という戦後資本主義像が措かれる。   

最初に述べたように，独自な概念と論理によって構成  

されたこの日本資本主義論には，著者の理論世界へと読  

者を誘う強烈なインパクトがある。であるだけに，誘わ  

れていったんは得心しつつも，しかしあらためて考え直  

してみたい論点もいくつか浮上する。本書の根幹にかか  

わる「零細土地所有」と「外生循環構造」にしぼって問題を  

提起してみたい。   

まず日本資本主義の基本構成＝外生循環構造について。  

著者にあっては「外生」とは，内需制限ゆえの外需依存  

（輸出依存型）と，消費制限ゆえの生産過剰（生産と消費  

の矛盾）という二重の意味が重ねられているように見え  

る。「外需（＝輸出）を再生産の必須条件とする構成」とい  

うときが前者であり，「生産と消費が一応国内でかみ合  

う再生産構造」の不在を語るときが後者である。そして，  

こうした日本（およびアジア）の外生的構造は「国境内で  

完結する〔クローズドな〕再生産構造を持つ欧米資本主  

義」とは顕著に対照的であり，いわば日本の歪みと遅れ  

として捉えられている。   

輸出依存型の問題としては，第1に，これが戦後日本  

を全面的に染め上げるほどの基本構成をなしていたのか  

といった論点が提起されよう。これにかかわって著者は，  

戦後日本では「輸出競争力こそが，成長の重要な第1の  

ファクターとなる」というが，はたしてそうなのか。戦  

後日本の需要構造を分析したいくつかの研究によれば，  

高度成長期は「投資が投資を呼ぶ」といわれたように，輸  

出よりも投資（国内固定資本形成）が主導した経済であり，  

さらには高度成長後期に消費主導型経済の形成を検出し  

た研究もある。日本が本格的に輸出主導型経済となるの  

は1970年代後半あたりからであって，外需依存なるも  

のを戦後日本の「基本構成」にまで仕立て上げてよいもの  

かどうか。例えば輸出依存度でみると，高度成長期のそ  

れは10％前後であり，1970年代後半から15％近くになり，  

その後1990年代からふたたび10％前後に落ち込んだのち，  

最近になって急上昇して15％を越えるようになった（内  

閣府「国民所得統計」）。つまり，戦後日本はつねに輸出主導  

であったわけでない。しかも，近年は著者のいう〈基本  

構成〉の「機能不全」期（輸出停滞期）に当たるのであろう  

が，その近年の方が輸出依存度が大きくなっていること  

をどう説明したらよいのだろうか。   

輸出依存型に関する第2点は，これが欧米とは異なっ  

てすぐれて日本を特徴づけるものいえるのか，という問  

題である。事実，輸出依存度や貿易依存度でみるかぎり，  

欧米とくらべて戦後日本が格別に高い数字を示している  

わけではない。日本はアメリカとほぼ同じ数字を残して  

おり，また日本よりもヨーロッパ諸国の方が，ECや  

EUの結成という事情もあろうが，格段に高い対外依存  

経済なのである。どうして「欧米資本主義」が「自立的再  

生産構造」で，日本が「外生循環構造」だと言い切れるの  

か，もう少し説得的な説明がはしい。ましてグローバリ  

ゼーションのもと各国の相互依存が拡大深化し，世界の  

貿易依存度（および匡際資本移動）が格段に高まっている  

今日，「自立的再生産構造」を示す国などあるのであろう  

か。ひょっとして著者の脳裏では，「資本主義形成の下  

からの道＝再生産の国境内完結」という理想的資本主義  

モデルがあって，「理想＝欧米」に対して「特殊・歪曲＝日  

本」という旧講座派的な執拗低音が響いているのであろ  

うか。  
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